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１／４

（ガンマ線による透過写真の撮影の作業に関する知識）

屋外における を進める際問 １ ガンマ線透過写真撮影作業

の留意事項として、誤っているものは次のうちどれか。

（１）作業能率を優先するのではなく、作業を合理的に

行い、不必要な放射線に被ばくすることを避けること。

（２）ガンマ線源を取り扱う場合は、撮影作業中におけ

るガンマ線照射装置の作動状況の監視のほか、作業

前、作業後の点検を励行すること。

夜間作業は、環境や人的状況からの注意不足をま（３）

ねき、思わぬ被ばくにつながるおそれがあるので、

できるだけ避けること。

（４）放射線測定器を備え、線源の位置の確認や線量の

管理を怠らないこと。

（５）被ばく線量は、被ばく時間の２乗に比例して増加

するので、被ばく時間をできるだけ短くすること。

問 ２ 放射線の量と単位に関する次の記述のうち、誤って

いるものはどれか。

（１）カーマは、間接電離放射線の照射により、物質の

単位質量中に生じた二次荷電粒子の初期運動エネル

ギーの総和であり、単位はＪ/kgで､その特別な名称

としてＧyが用いられる。

（２）吸収線量は、あらゆる種類の放射線の照射により、

物質の単位質量当たりに付与されたエネルギーであ

り、単位はＪ/kgで、その特別な名称としてＧyが用

いられる。

（３）照射線量は、あらゆる種類の放射線の照射により、

物質の単位質量中に生成された電荷であり、単位は

Ｃ/㎏である。

（４）等価線量は、人体の特定の組織・臓器が受けた吸

収線量に、放射線の線質に応じて定められた放射線

荷重係数を乗じたもので、単位はＪ/kgで、その特別

な名称としてSvが用いられる。

（５）実効線量は、人体の各組織・臓器が受けた等価線

量に、各組織・臓器ごとの組織荷重係数を乗じ、こ

れらを合計したもので、単位はＪ/kgで、その特別

な名称としてSvが用いられる。

問 ３ 放射線検出器とそれに関係の深い事項との組合せと

して、誤っているものは次のうちどれか。

（１）ＧＭ 計数 管 ………………… グロー曲線

（２）比例 計数 管 ………………… 気体増幅

（３）熱ルミネッセンス線量計 …… アニーリング

（４）シンチレーション検出器 …… 光電子増倍管

（５）半導体検出器 ………………… 電子・正孔対

問 ４ ガンマ線の測定に用いる電離箱式、ＧＭ計数管式、

シンチレーション式の各サーベイメータについて、こ

れらの特性の比較に関し、次のうち誤っているものは

どれか。

ただし、シンチレーション式サーベイメータは、エ

ネルギー補償をしていないＮaＩ（Ｔ）シンチレーショ

ン式サーベイメータとする。

（１）エネルギー特性が最も良好なものは、電離箱式で

ある。

（２）方向特性が最も良好なものは、電離箱式である。

（３）最も低い線量率まで測定できるものは、シンチレ

ーション式である。

（４）湿度の影響を最も受けやすいものは、ＧＭ計数管

式である。

（５）最も高い線量率まで測定できるものは、電離箱式

である。

問 ５ 放射線の測定に関する用語 、次のうち誤っについて

ているものはどれか。

（１）ＧＭ計数管で放射線を計数するとき、分解時間内

に入射した放射線は計数されないため、その分、計

数値が減少することを数え落しという。

（２）ＧＭ計数管の動作曲線において、印加電圧の変動

が計数率にほとんど影響を与えない範囲をプラトー

といい、プラトーが長く、傾斜が小さいほど、計数

管としての性能は良い。

（３）ＧＭ計数管が放射線の入射により一度作動し、一

時的に検出能力が失われた後、出力波高値が正常の

波高値にほぼ等しくなるまでに要する時間を回復時

間という。

（４）測定器の積分回路の時定数は、測定器の指示の即

応性に関係した定数で、時定数の値を大きくすると、

指示値の相対標準偏差は大きくなるが、応答速度は

速くなる。

（５）測定しようとする対象以外の原因により引き起こ

される計測値をバックグラウンドという。



関し、次問 ６ 管理区域設定のための外部放射線の測定に

のうち誤っているものはどれか。

（１）測定点には、壁等の構造物によって区切られた境

界の近辺の箇所を含むようにする。

（２）測定点の高さは、作業床面上約１ｍの位置とする。

（３）測定は、あらかじめ計算により求めた線量率の低

い箇所から逐次高い箇所へと行っていく。

（４）測定前にバックグラウンド値を調査しておき、こ

れを測定値から差し引いた値を測定結果とする。

測定器は、エネルギー依存性が小さく、方向依存（５）

性が大きいものを使用する。

ガンマ線透過写真撮影作業に係る事故に対する処置問 ７

等に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）事故の危険性は、過大に評価しても、過小に評価

しない。

撮影作業に伴う各種の事故を想定し、日ごろから（２）

。訓練しておく

ガ（３）撮影作業中に火災が発生した場合は、速やかに

線源を照射装置本体に確実に収納し、安全な場ンマ

所に移動する。

（４）自動車によるガンマ線照射装置の運搬中に交通事

故が発生し、放射線障害の発生のおそれのあるとき

は、付近にいる者に警告し避難させる。

ガ（５）屋外での撮影の終了後、貯蔵施設への保管時に

線源の紛失に気付いた場合は、まず線源の捜索ンマ

を行い、どうしても発見できなかったときに関係者

に連絡する。

問 ８ 被ばく線量測定のための放射線測定器に関し、次の

うち誤っているものはどれか。

（１）フィルムバッジは、各フィルターによるフィルム

の濃度変化から、被ばく放射線の実効エネルギーを

推定することができる。

（２）ＰＤ型ポケット線量計は、充電により先端がＹ字

状に開いた石英繊維が、放射線の入射により閉じて

くることを利用した線量計である。

（３）半導体式ポケット線量計は、放射線の固体内での

電離作用を利用した線量計で、検出器としてＰＮ接

合型シリコン半導体が用いられている。

（４）熱ルミネッセンス線量計は、被ばく線量を読み取

るために素子を加熱するので、線量の読取りに失敗

しても再度読み取ることができる。

（５）光刺激ルミネッセンス（ＯＳＬ）線量計は、輝尽

性発光を利用した線量計で、検出素子には炭素添加

酸化アルミニウムなどが用いられている。
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問 ９ 次の図は、鉄におけるガンマ線の１cm線量当量透過

率を示したものである。１TBqの Ir点状線源から２１９２

ｍ離れたところの１cm線量当量率を μSv/hにする０.７

ために必要とする鉄板のおよその厚さは(１)～(５)の

うちどれか。

ただし、１MBqの Ir点状線源から１ｍ離れたとこ１９２

ろにおける１cm線量当量率は、０.１３９μSv/hとする。
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問１０ Coの標準線源を用いて線源から１ｍの場所で積算６０

モードで校正された電離箱式サーベイメータは、その

指針がフルスケールまで振れるのに１８分を要した。

このサーベイメータを用い、ある場所において、ガ

ンマ線の線量を測定したところ、フルスケールになる

のに１１０秒を要した。

この場所におけるおよその１cm線量当量率は次のう

ちどれか。

ただし、校正に使用された Coの標準線源から１ｍ６０

離れた場所での１cm線量当量率は３０μSv/hとし､この

ガンマ線に対するサーベイメータの校正定数は０.９５

とする。

（１）２８０μSv/ｈ

（２）３００μSv/ｈ

（３）３２０μSv/ｈ

（４）３４０μSv/ｈ

（５）３６０μSv/ｈ

透
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（関係法令）

問１１ 常時使用する労働者が３００人の製造業の事業場で、

ガンマ線照射装置を用いて行う透過写真の撮影の作業

に２０人の労働者が従事している。この事業場の安全

衛生管理体制に関し、次のうち正しいものはどれか。

（１）総括安全衛生管理者を選任しなければならない。

（２）安全衛生推進者を選任しなければならない。

（３）事業場に専属の産業医を選任しなければならない。

（４）第二種衛生管理者免許を有する者のうちから衛生

管理者を選任しなければならない。

（５）専任の衛生管理者を選任しなければならない。

問１２ ガンマ線照射装置を用いて行う透過写真の撮影の業

務を行う場合の管理区域に関し、次のうち、法令上、

誤っているものはどれか。

（１）管理区域は、外部放射線による実効線量が３月間

につき１．３mSvを超えるおそれのある区域とする。

（２）管理区域を設定する際の外部放射線による実効線

量の算定は、７０ 線量当量によって行う。μm

（３）管理区域は、標識によって明示しなければならな

い。

（４）管理区域の中には、必要のある者以外の者を立ち

入らせてはならない。

（５）管理区域内の見やすい場所に、放射線測定器の装

着に関する注意事項等、放射線による健康障害の防

止に必要な事項を掲示しなければならない。

問１３ 放射線業務従事者の被ばく限度に関し、次のうち、

法令上、誤っているものはどれか。

（１）男性が受ける実効線量の限度は、５年間につき

１００mSv､かつ､１年間につき５０mSvである。

（２）眼の水晶体に受ける等価線量の限度は、１年間に

つき１５０mSvである。

（３）皮膚に受ける等価線量の限度は、１年間につき

５００mSvである。

（４）妊娠と診断された女性の腹部表面に受ける等価線

量の限度は、３月間につき２mSvである。

（５）緊急作業に従事する男性が受ける実効線量の限度

当該緊急作業中に１００mSvである。は、
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問１４ 放射線装置室に関し、次のうち、法令上、誤ってい

るものはどれか。

ガンマ線照射装（１）放射線装置室内で透過写真撮影用

置を使用するときは、放射線源送出し装置以外の遠

隔操作装置を用いて線源容器から放射線源を取り出

すことができる。

（２）装置の外側における外部放射線による１cm線量当

量率が２０μSv/ｈを超えないように遮へいされた

構造の透過写真撮影用 については、ガンマ線照射装置

放射線装置室内に設置しなくてもよい。

（３）１００ 透過写TBq以上の放射性物質を装備している

ガンマ線照射装置を使用する放射線装置室真撮影用

の出入口で、人が通常出入りするものには、インタ

ーロックを設けなければならない。

GBq以上の放射性物質を装（４）放射線装置室内に４００

透過写真撮影用 を設置備している ガンマ線照射装置

して使用する場合は、装置で照射しているときに、

その旨を自動警報装置を用いて関係者に周知させな

ければならない。

（５）透過写真撮影用 を設置しているガンマ線照射装置

放射線装置室については、遮へい壁等の遮へい物を

設けて、労働者が常時立ち入る場所における外部放

射線による実効線量を、１週間につき２mSv以下に

しなければならない。

問１５ 次の文は、透過写真撮影用ガンマ線照射装置の事故

に対する緊急措置について記述したものである。文中

の組合せの 内に入れるＡからＣの語句又は数値

と 法令上、 うちどれして、 正しいものは(１)～(５)の

か。

「放射線源が線源容器から脱落する事故が発生した

場合は、事故によって受ける実効線量が を超えＡ

るおそれのある区域から、直ちに、労働者を退避させ

なければならない。この場合、緊急作業として脱落し

た放射線源を線源容器その他の容器に収納する作業に

労働者を従事させるときは、 を設ける等の措置Ｂ

を講じ、かつ、 等を使用させることにより当該Ｃ

作業に従事する労働者と放射線源との間に適当な距離

を設けなければならない。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１） ５mSv 管 理 区 域 鉗 子
かん

（２） ５mSv 管 理 区 域 線源ホルダー

（３） ５mSv 遮 へ い 物 線源ホルダー

（４） １５mSv 遮 へ い 物 鉗 子

（５） １５mSv 立入禁止区域 コリメーター



問１６ 放射線源送出し装置を有する透過写真撮影用ガンマ

線照射装置について、１月以内ごとに１回行う定期自

主検査の事項として、法令に定められていないものは

次のうちどれか。

（１）線源容器のシャッター及びこれを開閉するための

装置の異常の有無

（２）放射線源のホルダーの固定装置の異常の有無

（３）放射線源送出し装置と線源容器との接続部の異常

の有無

（４）自動警報装置の異常の有無

（５）放射線源送出し装置の異常の有無

問１７ ガンマ線透過写真撮影作業主任者の職務として、法

令に定められていないものは次のうちどれか。

透過写真撮影業務に就く労働者に対して特別教育（１）

を行うこと。

（２）作業の開始前に、放射線源送出し装置又は放射線

源の位置を調整する遠隔操作装置の機能の点検を行

うこと。

（３）伝送管の移動及び放射線源の取出しが法令の規定

に適合して行われているかどうかについて確認する

こと。

（４）管理区域内で放射線業務従事者等の受ける外部被

ばくによる線量を測定する放射線測定器が、法令の

規定に適合して装着されているかどうかについて点

検すること。

（５）作業中、放射線測定器を用いて放射線源の位置、

遮へいの状況等について点検すること。

問１８ 外部被ばくによる線量の測定結果の確認、記録等に

関し、次のうち、法令上、誤っているものはどれか。

（１）１日における被ばく線量が１cm線量当量につい

て１mSvを超えるおそれのある労働者については､線

量の測定結果を毎日確認しなければならない。

（２）男性の放射線業務従事者の実効線量については、

原則として、３月ごと、１年ごと及び５年ごとの合

計を算定し、記録しなければならない。

（３）放射線業務従事者の人体の組織別の等価線量につ

いては、３月ごと及び１年ごとの合計を算定し、記

録しなければならない。

（４）放射線業務従事者について記録した線量は、遅滞

なく、各人に知らせなければならない。

（５）放射線業務従事者についての線量の算定結果の記

録は、５年間保存しなければならない。
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問１９ 電離放射線健康診断（以下「健康診断」という。）

に関し、次のうち、法令上、誤っているものはどれか。

（１）雇入れ又は放射線業務に配置替えの際に行う健康

診断においては、検査項目のうち、使用する線源の

種類等に応じて、白内障に関する眼の検査を省略す

ることができる。

（２）定期の健康診断において、医師が必要でないと認

めるときは、被ばく歴の有無（被ばく歴を有する者

については、放射線による被ばくに関する事項）の

調査及びその評価を除く検査項目の全部又は一部に

ついて省略することができる。

（３）短期間雇用の労働者で､放射線業務に常時従事し､

管理区域に立ち入る者に対しては、雇入れ時の健康

診断を省略することができる。

（４）健康診断の項目に異常の所見があると診断された

労働者については、その結果に基づき、健康を保持

するため必要な措置について、健康診断実施日から

３月以内に、医師からの意見聴取を行わなければな

らない。

（５）放射線業務に従事しない労働者で、管理区域に一

時的に立ち入るものに対しては、健康診断を行わな

くてもよい。

問２０ 管理区域内でガンマ線照射装置を使用する場合の作

業環境測定に関する次の文中の 内に入れるＡか

らＣの語句又は数値の組合せとして、法令上、正しい

ものは(１)～(５)のうちどれか。

「放射線業務を行う管理区域については、 Ａ 以

内（ガンマ線照射装置を固定して使用する場合におい

て、使用の方法及び遮へい物の位置が一定していると

き、又は Ｂ 以下の放射性物質を装備しているガン

マ線照射装置を使用するときは、 Ｃ 以内）ごとに

１回、定期に、外部放射線による線量当量率又は線量

当量を測定し、その都度、測定結果等の事項を記録し、

５年間保存しなければならない。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）１月 ３.７GBq １年

（２）１月 ３.７GBq ６月

（３）１月 ３７０GBq １年

（４）３月 ３.７GBq ６月

（５）３月 ３７０GBq １年

（午前終り）



受験番号 ガンマ線Ｂガンマ線透過写真撮影作業主任者試験Ｂ

１／４

（ガンマ線照射装置に関する知識）

核種 Co、 Cs、 Yb について、放出される主な問 １ ６０ １３７ １６９

ガンマ線のエネルギーの大きいものから順に並べたも

のは次のうちどれか。

（１） Cs ， Co ， Yb１３７ ６０ １６９

（２） Cs ， Yb ， Co１３７ １６９ ６０

（３） Yb ， Cs ， Co１６９ １３７ ６０

（４） Co ， Cs ， Yb６０ １３７ １６９

（５） Co ， Yb ， Cs６０ １６９ １３７

問 ２ 透過写真撮影用ガンマ線照射装置の線源に用いられ

る に関し、次のうち誤っているものはどれか。６０Co

（１） Coガンマ線源は、金属状のコバルトを原子炉内６０

される。で放射化して製造

（２） ステンレス鋼製のカプセルに６０Coガンマ線源は、

溶接密封されている。

（３） Coの半減期は、 Ir の半減期より長い。６０ １９２

（４） β壊変を行いガンマ線を放出する放射性６０Coは、

核種である。

（５） Coから放射されるガンマ線に対する鉛の半価層６０

は、約１０cmである。

問 ３ 透過写真撮影用の携帯式のガンマ線照射装置と携帯

式のエックス線装置とを比較した場合、ガンマ線照射

装置の特徴として誤っているものは次のうちどれか。

（１）撮影時間は比較的長い。

（２）狭い場所でも使用できる。

（３）解像度は良い。

（４）パノラマ撮影が可能なものもある。

（５）放射線の発生に電源を必要としない。

問 ４ ガンマ線と物質との相互作用に関し、次のうち誤っ

ているものはどれか。

（１）光電効果により放出される光電子の運動エネルギ

ーは、入射ガンマ線のエネルギーより小さい。

（２）光電効果は、物質の原子番号が大きいほど生じや

すい。

（３）光電効果は、ガンマ線のエネルギーが高いほど生

じやすい。

（４）コンプトン散乱の結果、ガンマ線のエネルギーは

減少し、波長が長くなる。

（５）ガンマ線が、１.０２MeV以上のエネルギーを持っ

ていないと、電子対生成は生じない。

最初０．４TBqであった が、壊変して１MBqとなる問 ５ Co６０

次のうちどれか。およその時期は、

ただし、 の半減期は５．２年とし、 ＝６０Co l og ２e

０．６９、 １０＝２．３０とする。loge

（１） ５０年後

（２） １００年後

（３） １５０年後

（４） ２００年後

（５） ２５０年後

問 ６ 線源送出し方式の透過写真撮影用ガンマ線照射装置

の構造等に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）操作器は、線源の送出しなどの操作を遠隔的に行

うためのもので、電動用のほか手動用もある。

（２）線源脱落防止装置は、線源ホルダーを照射管に移

動させたときに、線源ホルダーを固定するためのも

のである。

（３）伝送管は、鋼やリン青銅の線を螺旋状に巻いた
ら

フレキシブルなパイプで、線源容器の前方に接続す

る。

（４）警報装置は、照射装置のシャッターが開かれたと

きや線源が所定の位置から移動したときに、その状

態を周知させるための装置である。

（５）線源ホルダーは、通常、合金製の遮へい材をジュ

ズ玉状にしたフレキシブルなホルダーで、先端にガ

ンマ線源カプセルを収めている。

問 ７ ガンマ線照射装置の線源容器に関し、次のうち誤っ

ているものはどれか。

（１）線源容器は、線源を収納する容器で、ガンマ線を

遮へいして漏れ線量率を少なくするものである。

（２）線源容器は、一般に運搬・移動容器も兼ねている。

（３）線源容器には、シャッターが設けられているもの

もある。

（４）単一方向照射式の線源容器には、照射口に向けて

レリーズの貫通穴が設けられている。

（５）線源容器の材料には､ガンマ線遮へいのため鉛及び

タングステン合金が使用されている。



問 ８ 次の文は、ガンマ線照射装置の種類について記述し

の 内に入れる の語たものである。文中 ＡからＣ

句の組合せとして、正しいものは(１)～(５)のうちど

れか。

「 は、運搬用取っ手を備え、操作者が持ち運Ａ

びできるようにした携帯式装置である。 は、移Ｂ

動回転半径が３ｍ以下の車輪、固定装置及びつり金具

を備えた移動式装置である。 は、固定式又は特Ｃ

定の範囲でだけ移動できるようにした据置式装置であ

る。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）Ｆ形装置 Ｐ形装置 Ｍ形装置

（２）Ｆ形装置 Ｍ形装置 Ｐ形装置

（３）Ｍ形装置 Ｆ形装置 Ｐ形装置

（４）Ｐ形装置 Ｆ形装置 Ｍ形装置

（５）Ｐ形装置 Ｍ形装置 Ｆ形装置

問 ９ 透過写真撮影用ガンマ線照射装置線源送出し方式の

の取扱い、点検に関し、次のうち誤っているものはど

れか。

（１） 線源容器を被写体の近照射装置を設置する際は、

くの平らな場所に水平に置き、照射管を取り付けた

伝送管を線源容器の前部の所定の場所に取り付ける。

（２）伝送管 なるべく真っ直ぐに伸を設置するときは、

ばした状態で設置し、曲げるときはできるだけ大き

な輪を描くようにする。

（３）操作管の線源容器への取付けの際は、操作管を線

源容器の接続部に取り付けてから、操作器からのレ

リーズワイヤを線源容器後部の線源ホルダーの接続

金具に確実に接続する。

（４） したときは、速やかに線源を線源容器撮影が終了

に格納してから、撮影済みのフィルムを被写体から

取り出す。

（５）作業終了後は、 や線源脱落防止装線源の格納状態

置の作動状況を点検するとともに、漏れ線量率を測

定してから運搬容器に収納する。

ガンマ線Ｂ

２／４

問１０ あるエネルギーのガンマ線に対する鉄の質量減弱係

数が０.０５４ であるとき、このガンマ線に対すcm /g２

る鉄の１/１０価層に最も近い厚さは次のうちどれか。

ただし、鉄の密度は、７.８ とし、log １０＝g/cm３ e

とする。２．３０

cm(１）５.５

cm（２）６.５

cm（３）７.５

cm（４）８.５

cm（５）９.５

（次の科目の免除者は、問１１～問２０は解答しないこと。）

（ガンマ線の生体に与える影響に関する知識）

問１１ 放射線の直接作用と間接作用に関する次の記述のう

ち、誤っているものはどれか。

（１）ガンマ線のＤＮＡに対する直接作用では、ガンマ

線によってたたき出された二次電子がＤＮＡに損傷

を与える。

（２）ガンマ線のＤＮＡに対する間接作用では、ガンマ

線によってたたき出された二次電子が水分子に作用

してラジカルを生じ、このラジカルがＤＮＡに損傷

を与える。

（３）生体内に存在する酸素の分圧が高くなると、間接

作用による放射線効果は影響を受けないが、直接作

用による放射線効果は増大する。

（４）生体中にシステインなどのＳＨ化合物が存在する

と、放射線効果が軽減することは、間接作用により

説明される。

（５）溶液中の酵素の濃度を変えて一定線量のガンマ線

を照射する場合、酵素の濃度が増すに従って酵素の

全分子数のうち不活性化されるものの占める割合が

減少することは、間接作用により説明される。



問１２ 放射線感受性に関し、次のうち誤っているものはど

れか。

（１）皮膚の基底細胞層は、角質層より放射線感受性が

高い。

（２）小腸の絨毛先端部の細胞は、腺窩細胞（クリプト
じゅう せ ん か

細胞）より放射線感受性が低い。

（３）眼の水晶体は、角膜より放射線感受性が高い。

（４）神経組織の放射線感受性は、成人では低いが、胎

児期には高い。

（５）骨組織の放射線感受性は、成人でも小児でも低い。

問１３ 放射線の確定的影響に関し、次のうち誤っているも

のはどれか。

（１）確定的影響には、しきい値がある。

（２）確定的影響の重篤度は、被ばく線量に依存する。

（３）確定的影響のうち晩発影響に分類されるものには、

白血病がある。

（４）確定的影響のうち急性影響に分類されるものには、

脱毛がある。

（５）確定的影響の線量－発生率の関係は、シグモイド

型曲線で示される。

問１４ 皮膚が放射線に被ばくしたときに生じる皮膚反応・

皮膚影響について、そのしきい値の小さい順に並べた

ものは、次のうちどれか。

（１）脱毛， 水疱， 潰瘍
ほう かいよう

（２）脱毛， 潰瘍， 水疱

（３）潰瘍， 脱毛， 水疱

（４）水疱， 潰瘍， 脱毛

（５）水疱， 脱毛， 潰瘍

ガンマ線Ｂ
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放射線影響とその修復に関し、次のうち誤っている問１５

ものはどれか。

（１）放射線によりＤＮＡの二重らせんの１本鎖のみが

切断される場合はあるが、ＤＮＡの二重らせんの２

。本鎖がともに切断される場合はない

（２）被ばくによりＤＮＡが多少損傷を受けても、その

多くは酵素の働きにより修復が行われる。

（３）被ばくにより損傷を受けたＤＮＡの修復が不完全

で、細胞の生命の維持に決定的な損傷を残しておれ

ば、その細胞は死滅してしまう。

（４）被ばくにより損傷を受けたＤＮＡの修復が不完全

でも、細胞の生存機能や分裂能力に影響を与えない

程度であれば、その細胞は生き残る。

被ばくにより損傷を受けたＤＮＡの修復が誤って（５）

。行われると、突然変異を起こすことがある

問１６ 内部被ばくに関し、次のうち誤っているものはどれ

か。

（１）密封線源が破損しその中の放射性物質が漏出した

場合は、これが体内に摂取され内部被ばくを受ける

危険が生じる。

（２）放射性物質が体内に摂取される経路は、大別して

吸入、経皮の２つである。

（３）体内に摂取された放射性物質は、核種や化学形に

よって体内分布が異なるため、主として被ばくする

組織・臓器も異なる。

（４）生物学的半減期とは、生体内での代謝､排泄によ
せつ

り、体内での放射性物質が半分に減少する時間をい

う。

（５）体内の放射性物質の量は、実効半減期が短いほど

減少しやすい。

問１７ 放射線による急性影響と晩発影響に関し、次のうち

誤っているものはどれか。

（１）放射線宿酔は、急性影響に分類される。

（２）発がんは、晩発影響に分類される。

（３）造血器官の障害による各種の血球減少症は、急性

影響に分類される。

（４）消化管の障害による脱水症状は、急性影響に分類

される。

（５）眼の被ばくで起こる白内障は、潜伏期が平均２～

３か月程度であり、晩発影響に分類される。



問１８ 一時に２Gy程度の被ばくによる造血組織の放射線影

響に関し、次のうち正しいものはどれか。

（１）リンパ球は、被ばく後、末梢血液の血球の中で最
しょう

も遅く減少する。

（２）血小板は、被ばく後、末梢血液の血球の中で最も

早く減少する。

（３）被ばく後、胸腺やリンパ節等が一時収縮し、血球
せん

が末梢血液中に絞り出されるため、リンパ球以外の

白血球は一時増加することがある。

（４）白血球の減少により、出血傾向が起こる。

（５）血小板の減少により、細菌感染や免疫機能の低下

が起こりやすくなる。

問１９ 次の図は、マウスの全身に大線量の放射線を一回照

射した後の平均生存日数と線量との関係を示したもの

である。

図中のＡ～Ｃの領域に関し、(１)～(５)のうち正し

いものはどれか。

平

均

生

存

日
数（

対 Ａ Ｂ Ｃ

数
Ｇy

線 量 （対数）

）

（１）Ａの領域における主な死因は、中枢神経系の障害

である。

（２）Ｂの領域における平均生存日数は、１月程度であ

り、線量にかかわらずほぼ一定である。

（３）Ｃの領域における平均生存日数は、１～２週間で

ある。

（４）被ばく線量２０Ｇyは、Ｂの領域にある。

（５）ＬＤ に相当する線量は、Ｃの領域にある。50/30

ガンマ線Ｂ
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問２０ 胎内被ばくに関し、次のうち誤っているものはどれ

か。

（１）胎内被ばくによる胎児の奇形の発生は、確率的影

響によるものである。

（２）胎内被ばくによる出生後の発育不全は、確定的影

響によるものである。

（３）着床前期に被ばくしても、発育を続けて出生した

子供には、放射線による影響は認められない。

（４）器官形成期の被ばくでは、奇形が発生することが

ある。

（５）胎児期の被ばくでは、出生後、精神発達の遅滞が

みられることがある。

（終 り）


